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東
京
を
禁
煙
都
市
に
す
る
国
民
運
動
リ
レ
ー
情
報
　
33

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
向
け
、
東
京
都
は
独
特
の
受
動
喫
煙

防
止
条
例
を
可
決
成
立
さ
せ
た
。
そ
れ
を

牽
引
し
て
き
た
の
は
、
尾
﨑
治
夫
東
京
都

医
師
会
長
で
あ
っ
た
。
秋
田
・
た
ば
こ
問

題
を
考
え
る
会
で
は
尾
﨑
会
長
の
熱
意
を

生
の
声
で
秋
田
県
民
に
伝
え
た
く
、
世
界

禁
煙
デ
ー
秋
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
に

尾
﨑
会
長
を
招
聘
し
、
こ
の
た
び
幸
運
に

も
、
条
例
の
成
立
前
（
２
０
１
８
年
６
月

２
日
）
に
そ
れ
が
実
現
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
は
「
交
通

戦
争
」
と
い
う
言
葉
を
ま
だ
覚
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
？　
昭
和
30
年
代
以
降
、
交
通

事
故
死
者
数
の
水
準
が
日
清
戦
争
で
の
日

本
側
の
戦
死
者
数
を
上
廻
る
勢
い
で
増
加

し
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
名
称
で
あ

る
（
W
i
k
i
p
e
d
i
a
よ
り
）。

過
去
の
「
交
通
戦
争
」

　
そ
の
「
交
通
戦
争
」
は
昭
和
45
年
に
ピ

ー
ク
に
達
し
、
そ
の
年
の
交
通
事
故
死
亡

者
数
は
１
万
６
７
６
５
人
に
上
っ
た
。
そ

の
後
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
は
減
少
に
転

じ
、
47
年
後
の
平
成
29
年
に
は
３
６
９
４

人
と
、
戦
後
の
最
低
値
を
記
録
す
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
自
動
車
の
安
全
性
能

向
上
、
道
路
の
整
備
、
警
察
の
努
力
な
ど

が
上
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ
こ
に
は
官

民
揃そ
ろ
っ
て
、
国
民
総
出
の
「
交
通
事
故
撲

受
動
喫
煙
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
！

―
秋
田
か
ら
発
信
！
―

尾
﨑
治
夫
会
長
招
聘
な
る

鈴
木
裕
之
秋
田
・
た
ば
こ
問
題
を
考
え
る
会
代
表
、

秋
田
県
医
師
会
タ
バ
コ
対
策
委
員
会
委
員
長
、
す
ず
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

世界禁煙デー秋田フォーラム 2018 終了後、スタッフ全員による記念撮影。
前列中央に尾﨑治夫東京都医師会長、その右が筆者。皆いい顔しています。
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分
煙
利
権
に
屈
す
る
こ
と
な
か
れ
！

屋
根
の
あ
る
と
こ
ろ
・
壁
の
内
側
は【
禁
煙
措
置
】が
国
際
水
準

加
藤
一
晴
日
本
臨
床
内
科
医
会
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る
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

　
そ
の
後
、
昭
和
63
年
か
ら
「
世
界
禁
煙

デ
ー
秋
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
毎
年
開
催
し
、

平
成
11
年
か
ら
は
秋
田
県
と
共
催
で
開
催

し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
受
動
喫
煙
防
止
秋

田
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
平
成
23
年
か
ら
毎
年

開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
二
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
現
在
、
秋

田
県
・
秋
田
県
医
師
会
・
協
会
け
ん
ぽ
と

秋
田
・
た
ば
こ
問
題
を
考
え
る
会
の
共
催

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
秋
田
県
の
タ

バ
コ
対
策
は
、
官
民
一
体
で
行
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
思
う
。

　
県
が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
や
大
き
な
目

標
を
定
め
、
民
間
団
体
が
そ
れ
を
周
知
さ

せ
、
具
体
的
な
行
動
を
と
る
わ
け
だ
。
秋

田
県
医
師
会
は
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
実
際
に
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
る
「
秋
田
県
受
動
喫
煙
防
止

対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
時
に
は
、

Ｊ
Ｔ
か
ら
の
妨
害
（
喫
煙
所
設
置
へ
の
資

金
提
供
の
申
出
）
や
秋
田
県
飲
食
業
生
活

衛
生
同
業
組
合 

・
秋
田
県
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
の
「
分
煙
」
要
請

を
、
秋
田
県
医
師
会
・
協
会
け
ん
ぽ
・
秋

田
・
た
ば
こ
問
題
を
考
え
る
会
か
ら
の
代

表
に
よ
る
タ
ッ
グ
で
阻
止
し
た
。

屋
内
完
全
禁
煙
化
で 

受
動
喫
煙
戦
争
の
終
結
へ

　
タ
バ
コ
の
臭
い
が
し
た
ら
、
そ
れ
は
受
動

喫
煙
で
あ
る
。
受
動
喫
煙
は
喫
煙
者
の
身
近

に
い
る
人
ほ
ど
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
分
煙
で

は
受
動
喫
煙
は
防
げ
な
い
。
加
熱
式
タ
バ
コ

に
は
紙
巻
き
た
ば
こ
と
同
様
に
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
健
康
リ
ス
ク
を
高
め
る

ニ
コ
チ
ン
や
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
加
熱
式
タ
バ
コ
の
販
売

は
認
可
さ
れ
て
い
な
い
。
加
熱
式
タ
バ
コ
も

「
タ
バ
コ
は
タ
バ
コ
」
な
の
だ
。

「
受
動
喫
煙
戦
争
」
を
一
刻
も
早
く
終
わ

ら
せ
る
た
め
に
は
、
屋
内
完
全
禁
煙
化
が

最
も
確
実
で
経
済
的
な
方
法
で
あ
る
。
受

動
喫
煙
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
「
受
動
喫
煙
撲

滅
運
動
」
を
国
民
全
体
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

に
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
秋
田
県
か

ら
発
信
し
続
け
て
い
く
。

滅
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
結
果
だ
。

現
在
の
「
受
動
喫
煙
戦
争
」

　
受
動
喫
煙
に
も
健
康
被
害
が
あ
る
こ
と

は
、
す
で
に
昭
和
56
年
に
発
表
さ
れ
た
平

山
雄
論
文
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
在
ま

で
枚
挙
に
遑い
と
まが

な
い
ほ
ど
の
科
学
的
根
拠

が
揃
っ
て
い
る
。

　
平
成
28
年
、
日
本
で
受
動
喫
煙
が
原
因

で
死
亡
す
る
人
は
年
間
１
万
５
０
０
０
人

に
上
る
と
発
表
さ
れ
た
（
厚
生
労
働
省
研

究
班
発
表
）。
死
亡
原
因
の
内
訳
は
、
脳

卒
中
で
８
０
１
０
人
、
心
筋
梗
塞
で
４
４

６
０
人
、
肺
が
ん
で
２
４
８
０
人
、
乳
幼

児
突
然
死
症
候
群
で
70
人
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
性
別
で
は
、男
性
４
５
２
３
人
、

女
性
１
０
４
３
４
人
と
女
性
が
男
性
の
２

倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
喫
煙
率
は
男
性

が
女
性
の
３
倍
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

（
国
民
健
康
･
栄
養
調
査
平
成
28
年
）、
い

か
に
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
た
ち
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。

　
こ
こ
で
、
改
め
て
数
字
を
見
直
し
て
欲

し
い
。
受
動
喫
煙
に
よ
る
犠
牲
者
は
「
交

通
戦
争
」
と
ほ
ぼ
同
数
の
犠
牲
者
を
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
受
動
喫
煙

戦
争
」
の
時
代
に
突
入
し
た
と
言
え
る
。

　
他
人
事
で
は
な
く
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人

も
吸
わ
な
い
人
も
国
民
全
体
で
、
も
っ
と

危
機
感
を
持
っ
て
臨
む
べ
き
問
題
な
の
で

あ
る
。
嗜し

好こ
う
の
問
題
、
両
者
共
存
、
喫
煙

権
と
嫌け
ん

煙え
ん
権
と
い
う
よ
う
な
対
立
の
構
造

で
は
な
く
、
全
国
民
の
健
康
問
題
な
の
で

あ
る
。

秋
田
県
の
禁
煙
運
動
の
特
徴

　
秋
田
・
た
ば
こ
問
題
を
考
え
る
会
は
、

昭
和
62
年
に
「
秋
田
県
の
た
ば
こ
問
題
を

幅
広
く
考
え
、
人
々
の
健
康
を
願
い
、
無

煙
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
喫
煙
し
な
い

こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
て
い
く
こ
と

を
目
的
に
賛
同
す
る
者
が
参
集
し
て
」
設

立
さ
れ
た
（
秋
田
・
た
ば
こ
問
題
を
考
え

「世界禁煙デー秋田フォーラム 2018」で講演をされる東京都医師会会
長、尾崎治夫先生。下は聴講された皆さん。秋田・たばこ問題を考え
会では、1988 年から毎年「世界禁煙デー秋田フォーラム」を開催し
30 回となる。また、2011 年からは、秋田県、秋田県医師会、協会け
んぽと共催し「受動喫煙防止秋田フォーラム」も開催している。

 秋田・たばこ問題を考える会 HP 連載コラム
 秋田禁煙サロンより

　非燃焼式加熱式タバコの事実を
　もっと知らせましょう　　2018 年 5 月号

秋田厚生医療センター 添野武彦

　ドック検診を行なっていて、最近目立って来た事に、非
燃焼式加熱式タバコを吸っている人が増えている印象があ
る。検診受診者で喫煙者には、その都度禁煙を勧めている
ので、リピーターの方々で喫煙の続いている方の多くは、
済まなさそうな表情で、言い訳をされて行く。
　しかし『最近加熱式タバコに替えました』と得意げに仰
る方も、少なからずいらっしゃる。確かに禁煙外来でこの
ような方の呼気中一酸化炭素濃度を調べても、正常範囲内
である。
　【加熱式タバコは、受動喫煙の及ぼす被害が少ない】と
いう、タバコ会社の宣伝に巧く乗せられている感じがして、
お気の毒になる。それでも発がん物質等が含まれている事
をお話すると、関心期にある方々は理解を示してくれる。
このような巧妙な詭弁（きべん）ともいえる宣伝に惑わさ
れないよう、禁煙キャンペーンを拡げていきたいものであ
る。来る６月２日の東京都医師会長・尾崎治夫先生のご講
演を心待ちにしているこの頃である。 


